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令和３年白老町議会人口減少に対応する政策研究会会議録 

 

令和３年 ２月１７日（水曜日） 

  開  会  午後 １時００分 

  閉  会  午後 ３時１２分 

                                          

○会議に付した事件 

協議事項 

１．経過報告について 

２．若者定住策の中間検討（グループワーク） 

３．その他 

                                          

○出席委員（８名） 

 座   長  大 渕 紀 夫 君   副 座 長  佐 藤 雄 大 君 

委   員  西 田  子 君   委   員  氏 家 裕 治 君 

 委   員  久 保 一 美 君   委   員  長谷川 かおり 君 

 委   員  貮 又 聖 規 君   委   員  森   哲 也 君 

                                          

○欠席委員（なし） 

                                          

○職務のため出席した事務局職員 

       事 務 局 長   高 橋 裕 明 君 

       主 査   小野寺 修 男 君 

       主 任   村 上 さやか 君 
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人口減少に対応する政策研究会（第１３回） 

 

【調査事項】 

事務調査：人口減少に対応する政策研究「若者定住」について 

 

１．経過報告について 

（１）第１２回研究会の要旨報告 

（２）移住定住アンケート調査の進捗状況 ※現在調査回答が４社の企業から届いている。 

（３）地域おこし協力隊の事例 ※２月５日に事務局のボックスにて配付済み。 

 

２．若者定住策の中間検討（グループワーク、２グループ） 

（１）進め方 [１２０分] 

  ⓪ 政策形成の進め方         [１０分] 髙橋局長の説明 

  ① グループ分け、役割分担      [ ５分] 

  ② 方策意見だし（ポストイット記入） [１０分] 

  ③ 分類（表にポストイットを配置）  [２０分] 

  ④ 追加・整理（表の空白部分に追加） [５０分] ※休憩含む 

  ⑤ 各グループの発表         [１５分] 

  ⑥ 総評、次回の準備         [１０分] 

 

○髙橋局長 ※グループワーク終了後 

住みやすいまち、魅力あるまちにするにはどうしたらよいのか、人を呼び込むためのヒントを考え

る作業をした。グループワークで出された意見は、次回以降の議論のベースになるよう事務局で整理

しておく。 

 

３．その他 

（１）若者定住策について町長（町理事者）との懇談 

※中間検討・アンケート調査を受けて 

 

○大渕座長 アンケートの件は、既に回答のあった企業の状況や要望などを次回話してもらいたい。 

町理事者との懇談の件をどうするのか。アンケート結果が出てから実施するのか。まず次回はアン

ケートの概要まとめ、各企業の動向、今日のグループワークの総括、これらを先にまとめる。それを

踏まえて後日町理事者との懇談を行うことでよろしいか。（一同：よろしい。） 

今日の資料でこれまでの政策研究会の開催状況をまとめたものが配付されている。定例会３月会議

での中間報告はしない考えである。 

 

 


